
  

朝日中通心 
生徒数 （令和３．11．22 現在） 総数 306 名 

１年 105 名  ２年 91 名  ３年 110 名 

令 和 ３ 年 1 1 月 2 6 日 
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自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



 

生徒のほとんどが着付け初体験！素晴らしい奄美の産業です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 奄美市紬観光課の事業で，奄美大島の伝統工芸品である
本場大島紬の着付け体験学習を実施しました。身近にある
ようで，なかなか身近にふれることのない紬ですが，紬組
合の青年部の皆様の協力で気軽に楽しく着付けすることが
できました。青年部の皆様には心よりお礼申し上げます。 
 【生徒の感想から】 
 今着ている大島紬がどれだけすごいか実感することがで
きました。１年というとてつもない時間をかけ作られ,ひ
とつひとつ織って作られていることを知り，すごいなと感
じました。そして,とても温かく着心地がとてもよかった
です。こんな素敵なものがある島で育ったことを誇りに思
います。  
七五三ぶりに大島紬を着て,やっぱり大島紬は素敵でい

いと思いました。みんなたくさんの柄があってキラキラ見
えたし,とても上手に着られていました。今,大島紬は減少
傾向にあるけれど,それを次の世代に伝えていくのは私た
ちなので,もっとたくさん大島紬のことを知りたいと思い
ました。私の祖母も機織りをしているので,誇らしく思い
ました。 

快晴の中，充実した修学旅行になりました。 

新型コロナ感染症が，全国的にも感染が徐々に収束して

いてきているなかでの修学旅行になりました。計画してい

た行程も変更することなく実施できることになりました。 

ただ，気を抜くことはできませんので，様々なマニュアル

を作成し，保護者の方々への周知，協力をいただきながら

実施しました。そして，無事，元気に帰ってくることがで

きました。今年もマスク着用や手指消毒の徹底しながら，

被災の後が残る熊本城や平和公園での平和集会，長崎市内

での自主研修等をしてきました。３日間ずっと天気がよく

温かったので，上着を脱いでシャツ一枚で過ごした生徒も

いました。 

 また，目的であった「見聞を広げる」「規律を守る」

「絆を深める」こともしっかり達成できました。そして，

修学旅行を企画・運営してくださった添乗員さんや運転手

さん，バスガイドさん，平和講和をしていただいた方々，

さらに保護者の方々や先生方にも感謝の気持ちをもつこと

ができたようです。ありがとうございました。 

  

  

協力する大切さを感じた集団宿泊学習 

 16 日から 17 日にかけ，１年生は集団宿泊学習を実施し

ました。天気にも恵まれ，計画していた行程を変更するこ

となく実施することができました。１日目の活動では，創

作活動としてドミノ倒しやなりキーホルダーの作成，各班

に分かれての野外でのカレーづくりや天体観測等をしまし

た。とても有意義な活動になったようです。また，２日目

は，オリエンテーリングの活動を行いました。 

集団生活をとおして，「規律の重要や協力することの大

切さ」，「自然に親しんだり，体力の向上を図ったりする

こと」，「寝食を共にすることで絆を深めること」など多

くのことを体験することができたようです。何よりも安全

に体験学習に取り組むことができたことがよかったと感じ

ました。 

今後も集団宿泊学習で身に付けたことや学んだことを家

庭生活や学校生活で活かしてほしいと感じました。１年生

のこれからの成長がますます楽しみです。  

12 月学校行事 

１日（水）～３日（金） ２学期期末テスト 

３日（金） クリーン登校 校内人権週間～10 日 

９日（木） 地区生徒会 マナー講座 

11 日（土） 校内ビブリオバトル①，ロードレース大会②，③ 

15 日（水） 愛護センター合同愛の声かけ 

16 日（木） 健康教室（３年） 

17 日（金） クリーン登校 

20 日（月） 子どもと一緒に読書の日 

24 日（金） 終業式 

25 日（土） 日本復帰記念の集い（市役所） 


